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○キャスター、ホイールの近くに設置しないでください。
○折りたたみの際は、酸素ボンベはおろしてください。
○アジャスター、バックルを確実に固定してください。
○車輪に巻き付かないことを確認してください。
○火気に近づけないでください。
○改造や分解をしないでください。
○大きなボンベを取り付けないでください。（ボンベ長50㎝以下）

○プラスチック部品（アジャスター、バックル、面ファスナー）は経年劣化いたします。
定期的に清掃、点検を行ってください。
○走行中ボンベをぶつけないような位置に装着してください。
○使用中違和感を感じた場合は直ちに使用をやめてください。
○ボンベキャリーを取り付けた背パイプが曲がっていたら使用は中止して下さい。
○ボンベキャリーが道、床にあたる時は取り付け位置を変更して下さい。

○タテに取り付けないでください。
○取付後安定しているか、確認してください。
○背面にフレームがない機種は装着できない場合があります。
○目的以外に使用しないでください。
○長期間使用しない場合は取り外してください。

○保管するときは、湿度の高いところ、雨等を避けて、風通しのよいところに保管し
てください。
○シンナー・ベンジン等の溶剤は使用しないで下さい。

危険

注意

使用前の点検

○アジャスター・バックルの固定確認
○酸素ボンベの固定確認
○ブレーキ・メカロックに触れていないか確認
○ボンベキャリーを取り付けた背パイプが曲がっていないか確認
○車輪にベルト等が巻き付かないことを確認
○走行の際に支障がある位置に設置していないか確認
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1、丸めて面ファスナーで固定します。 ２、底の部分の管（2か所）に通し、ゆるみ止めの為
折り返して固定します。

折り返し



３、装着するバギーの取付位置を中段か
上段に決めます。
（販売店とご相談ください）

上段

中段

４、メカロックやブレーキを避けれる位置に本体ベル
トを通します。
（販売店とご相談ください）

５、本体ベルト2本ををフレームにまわします。 ６、フレームに対して左右均等かボンベ口を
少し上に向け装着します。

７、位置が決まったらアジャスターでしっかり固定し
ます。

８、サイドベルトの面ファスナーを背張り調整の
間に挟み込み両サイド固定します。
（販売店とご相談ください）

ボンベ口を下に向
けないでください



９、ボンベを挿入しレギュレーターの下に2
周ボンベベルトを回し、落ちないように
バックル固定します。その際、ゆるまない
ように長さを調節します。

１０、酸素ボンベを外して、折りたたんで
も干渉しないことを確認してください。

（販売店とご相談ください）

（折りたたみ例 後倒し）（折りたたみ例 前倒し）


